
The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

論 文

鳥取県岩 石 デ
ー

タベ
ー

ス の 作成

Development　of　Geotechnical　Rock　Database　in　To 亡tori　Prefecture

藤 村 　 　 尚 CS じむ ら ひ さ し）

　 鳥取 大 学 助 教授 　 T 学 部 十木 工学 科

1． は じ め に

　 防 災 に 強い 地 域 の 構 築 に ，地 盤 ⊥ 学 の 貢 献 は 極 め て 大

きい 。そ の 基礎 の
一

つ に ，地 盤 情 報 の 集 積 が あ る 。 鳥取

地 域 で は，地 盤 調 査 情報 の 集 積 と利 用 に 関す る地 盤 研 究

を 行 っ て き た 。「鳥取県地 盤 図」
1〕

に 始 ま る 地 盤 調 査 情報

の 集積 と利用 の 歴 史は 「山陰臨海平野地盤 図 」
2丿や 「

’
96

鳥取地 盤 図 」
3〕の 作成に み られ る。鳥取地盤 図 は官産学

の 垣 根を 越え た協力休制 と地 盤⊥ 学会中国支部の 支援の

も とに，10年 あ ま りの 歳月 を か け て構築 さ れ た もの で

あ る。こ れ らの 地 盤 情報 は，卞 に 砂 丘 や 河 成 ・
海成，低

平 地 の もの で あった。

　近年，鳥取県内の 建設骨材 の 問題，2000年鳥取県西

部 地 震の 地 盤被害 や豪 雨 に よ る 斜面災害の 調査 に 際 し，

低平地 以外の段 丘，丘 陵，山地な どでの 地盤情報が極め

て 少 な い こ とを 痛感 した。そ こ で，平成 14年 よ り，日

頃，鳥取 県内 の 地 盤 調 査 な どに か か わ っ て い る鳥取大 学，

鳥取県，お よび 鳥取県内の 建設 コ ン サ ル タ ン トの 技術者

を 中心 とす る 約 35名 の メ ン バ ー
に よ り構成 さ れ る 鳥取

県岩石 データベ ース作成 委員会 を設 け た。作業は，建設

事業 や地 盤 防 災 な どに取 り組 む技術 者 や 研 究 者 へ の 情報

提供を 目的 と して ，鳥取 県下 の 岩盤 情報の 集積 と現 地 計

測，顕微鏡観察な どの データベ ー
ス 化 を行 っ て い る。こ

の 成 果 の
一

部 は カ ル テ 集 の 発刊 や小 中高生や
一

般市民 を

対 象 に 身 近 に み られ る岩 盤 地 質 を紹 介 した パ ン フ レ ヅ ト，

い わ ば，『石 こ ろ事典 』 と して 活 用 して い る。

　本報 で は，鳥取県岩 石 デー
タベ ース の 構築 とそ の 成 果

に つ い て 述べ る 。

2．　 岩 石 デ
ー

タ ベ
ー

ス の 概要

　 岩 石 デ
ー

タベ ー
ス の カ ル テ 作 成 手 順 を図

一 1 に示 す。

ま た，岩盤 斜面 の 土 木工 学 的 物 性 の 把 握 を 目的 として 室

内 岩 石 試験 の ほ か に ，岩盤 露頭 表面 の 弾性 波 速 度 値 お よ

び シ ュ ミ ッ トロ ッ ク ハ ン マ ー
反発度 を 各サ イ トにお い て

計測 して い る 。

　シ ス テ ム の 構築 に つ い て は，汎用の デー
タ ベ ー

ス ソ フ

トを使用し，各地区担当 メン バ ーが調査した 内容を文字

デ
ー

タ，写 真 画 像 デ
ー

タ，地 図 デ
ー

タ に ま とめ ，『箇 所

別採 取 記 録 デー
タ 』 と して 入 力 し，各 々 の デー

タ を 鳥取

県建設技術 セ ン タ
ー

に お い て デー
タ ベ ース 化 し一元 管理

す る もの と した。

　岩石 デー
タベ ー

ス の 作成要領は，技術者が利用 しや す

22

既 存 の 地 質図 を メ ッ シ ュ割

代 炎 的 な露 頭 箇所 の 抽 出

現 地 踏査 ・サ ン プ リン グ

箇所 別 採 取 記録 の f乍成

現地 計測、室 内 試 験

岩 石デ
ータ ベ ー

ス の 入 力

図一1　 岩 石 データベ ース カ ル テ 作成手順

い よ う に心 掛け て 作成 して い る。

　露頭 の 抽 出 は，約 5km の メ ッ シ ュ （1／25000 地 形 図

の 1〆4） で 区分 し，そ の 内で 代表的な地 質を選定 した。

　以 トに 箇所別採取記録の 記入 要領 を 示 す。

　 ・整理 番号

　　整理 番 号 は，標 準 メ ッ シ ュ コ ード4）に よ り設 定 して，

　　各 種 地 盤 デー
タ ベ ー

ス との リン ク が可能 な よ うに，

　　以 下 の 3 コ
ード （8桁） と 区画 内箇所 の 通 し番 号

　　（3 桁） か ら な る。

　　　  1 次 コ ード （4 桁 ： 1！20万地 図 区 画 ）

　　　  2 次 コ ード （2 桁 ： 112．5万 地 図 区画 ）

　　　  3 次 コ
ード （2 桁 ： 112，5万 地 区 区 画 を縦横

　　　　10等分刮
．100等分 した 00 （南四 端）

〜99 （北 東

　　　　端）の 区画）

　　　  通 し番号 （3 桁）

　 ・ 地 形 分 類

　 　 災 害 にか か わ る特 徴 的 な地 形 の 分 布 との 関連 を把 握

　　す る 目的 で 後述の 8 種 類 に区 分す る 。

　 ・対象地 質

　　鳥取県下 で 土 木地 質 との 関連 が 深 い 10種 類 に 区分

　　す る。

　 ・割れ 目状況

　 　 ボーリン グ柱 状 図 作 成 要 領 5・
に よ り a〜dの 4 段 階

　　に 区 分 す る。

　 ・風化程度

　　ボー
リ ン グ柱状図 作成要領

5〕
に よ り α

〜
ε の 5 段 階

　 　 に 区 分 す る。

土 と基礎，53− 6 （569）
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ン ／t ・泥 質 起 源の 弱 憂 成 黒 色 干 孜岩で

る ．ヒめ 　臨 頭 表 面 の風 化 は 今

容
勧

に進 行彳 る ， 　崖下には

落した 角 礫が 隻積 し ており、大 　雨によって 流出广るおそれがある

図 一 2 　カル テ（様
式1． 1）例 部分的 な特 顧（違 量〕 　　　　 　　　　　　

　 部 分 的 な 鴨微｛近最

　 　 　 智 頸 町 　 樽 見 一 t胸雇の中間 　北側　 　　　 　　　　
　

　 　 標 ff4 ／

  　 　 　　　黒色 干 枚 岩 　 　 三 郡 変 成 帯 に 属 广 る泥質 起源 の 黒色CElf 欧岩
e
葉Nは

チ 丿 メ ン 状 ’ に 　　 　 　これに 半行あるいは 直 交しぐ石 英 の 細 脈 が 入 る、 弱 変成
ょ る 徴粒 　微裙曲’寸る 、 　鉱物の緒
が あ る． 層埋を 高角

度
虹 約 50 ’ 〕 に 切 る 節理が半 行に数多

く
発逝 し 、 　二れに沿うて

石 は fp ッ ク 化 し 滑 落 する， 　　 走 向 ttNTZ ’ W で東酉方 向に近 い が、傾 斜t

6 ’ S で 南 に傾 く ． N 取県八頭 郡 　 内

は殆 ど 北傾斜 で th るのe ，二 二では二郡 変性 帯の

斜
軸
の南縁 部 にth た る 、 ・ 現 況 写頁 ・ ス ケ ッ

・ 土木

質コメント 露頭状況 ，地 質 ・地 形 状 況

土木地質上の意見（ 風 化 ・劣化に 伴う災 害 予想や対

工 の 提 案等 ） を 記入 す る 。 3 ．　 鳥 取県東 部地

にお ける 調 査力 ル テ 　 鳥取 県 東部地域 の地形分 類は ， 災

に関 連する特 徴的 な 地形 と の 関連を 把握する ために ， 

R 地』 ，  r 丘 陵 地 （段丘も含 む）』，  『平 地 （ 中流

） 』，  r 砂 洲 ・ 砂 丘 （自然地形） 』 ，  r 埋 立

』 ，   r 干拓 地 』，  

ｫ 積平野（ 三 角洲IZ 野な ど ） 』 ，  r 谷底平野（

流 域 ）』 の8 区分に分類した。 ただし ，周 辺状況に採

深 度を 記 入 する ものとし た。 　 鳥取 県 東部地 域に

布する地質を もとに， 岩 相 層 序区 分 として，   r 古 生

変成岩』 ，  『古 生界 非変 成岩』 ，   r 中生界 超塩基

岩』 ，  r 中 生界火山 岩 類』 ，  r

崗岩類』，  r 新 第 三 系堆積 岩 類 』 ，   r新第三 系

山 岩 類』，  r 鮮 新 統 火山岩
類』，   r 第

四系火山

類 』 ，   『 そ の 他』 の 10

分に分 類 し た 。 　 鳥 取県東
部

地域 に お いては ， こ れま

に約80 箇所に ついて目視調査を 行っ て おり，図 一 2およ び図

3に示 す調査カルテを作成している。 　 調査カルテの 文字情

は， 図 一 2 に示す『

理番号』 ， 『地形分類』，『

成 者』 ，
『

岩層 層 序 区分 』， 『割れ目状況』 ， 『所在地

』， 『 周辺状況』 ，『標 高 』，『
採

取日』
，

『岩 石名 』 ，

June ，2005 図一3 　 カ ル テ（ 様 式1 ．2 ）

およ び図 一3 に 示 す r 対象 地 質』 ， r 採取地 の 状況

，『

化程度 』，r 北 緯 ・ 東経 』 と，図一 2 と 図 一3 の末

に示 す  岩相・ 風化 状 況等 ，  亀裂状況等，  部 分 的

特 微 等 ，   土木 地 質 学 的 コ メント 等 の rコメ ント欄

からな る。 　 写 真 情 報 は，調 査 サイ ト の 全 景 が 把

できる 『 遠景写 真』 ， 岩盤 露頭 面 の 接写 に よ る『近

写真 』 ， 調査 サ イト の 『部 分的な特 徴 』が 把 握で き

写真 2 枚 を 掲 載し た
。

　図 情 報は，『 全体ス ケッ チ

』 ， 標 尺 を つ けた地形 図 に 調査 サイ ト が把握 でき る

う に 5mm の 「○印 」 と ，調 査 地点 をピンポイン ト

示 し た 「・ 印 」を

位置 図 』を 記 載 し た 。 各 メ ン バ ー が 担 当サ イトを 調

し作 成 したカ ルテ に つ い て は，メ ソ バ ー 全体 と 地質

の 有識 者 を交え た 野外巡検を順次行 って，カ ルテ の

容 や精度を 高める よ うにしてい る 。 　 ま た ， 鳥

県 の 地 学 教 育 に 携わっ て い る者 や有識 者か らな る『

取 地学 会 』 の メ ン バーと の 合 同 野 外 巡 検 を 実 施 し

いる 。 そ の 際 に は ， 『 鳥
取県 岩 石 デ ー タ

ベ ー ス 』
の

活

内 容を紹介 す る とともに ， メン バー 同 ＋の

ィ
ス

カヅ シ ョ ン に よ り 貴重 な意見 や 提 案 を 得て ，今 後

活動 お よ び 調

カ
ル
テ 内容の充実に 役立てている。 以 下 に 『鳥取 地学

』メン バー とのディス カ ・ ソショ ン で の 一例 として

意 見 お よび提案 を紹 介 し てお く。 Q − 1

岩石サ ソプ ルの 研 磨 面 写真を カルテ に掲載 し た ほ う

よい

では？ A − 1 ： 露 頭 写 真 お よ び 顕 微 鏡 写 真 は掲 載す る が ， 研 磨
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顕微鍍蜆察精果 整理鴦号　 　 i2347 　 1 ？ 00

岩 石名 中続黒
画

母花崗岩
「
用瀬花崗岩：

1
採取地 用瀬町屋庄 宇 小畑

一
江 波

産状 裸取 日 2ロロ2B 日

硬さ 塑理番号 523471 ア2001

風化稈度 α 色調

鉱物名
石　　力

英　 リ

　 長

　 石

斜

長

石

黒

雲

母

鉄

鉱

緑

れ

ん

石

ジ

ル
コ

ン

略 号 Qヒ‘Kf5PIBt 一 ．．

主要構成鉱物 ◎ ◎ ◎ Q

副構 成鉱吻 o　 oo 1

顕微鏡観寮写真

IIニ コル 1；コル

コ メ） ト欄

主 に 麗營鉱物 の 石英 力リ長 石 鱗長 石 有色鉱物 の 黒 雲 母 を 肯 み 構 成 鉱 物 が 等粒状縄瞳を示

す 顕 徴鏡 下では黒雲母ぱ緑褐伯を呈 L 斜 長石は ア ル ハイト式双晶 力り 長 行 は マ イ 7 ロ ク リ ） 隅
造多 示 すしの が存在 する

図 4 顕微鏡観察結 果 明1瀬花1此1￥p 例

ら に 粘 ⊥ 鉱 物 を判定 L、て 崩壊 等 との か か わ り を 調 べ る 基

礎 資 料 を 供 す る こ とを 目的 と し て ，顕微鏡写真を撮 影 し

図 4 に 示す顕微鏡観察結果 を伯成 して い る 。

4． 現 地 計 測

　 調 査サ イ トに お い て は岩 盤 状 況 を 工学 的に 評 価 す る
・

f 法 と して，簡易弾性 波探合お よび シ ュ ミ ッ トロ ッ ク ハ

ン マ ー計 測 を彳Jった 。各調 在サ イ トの 岩盤 蕗 頭 表 面 に お

け る 弾性 波速 度値 お よ び シ ュミ ッ ト ロ ッ ク ハ ン マ ー反 発

度の 刮測を行 っ て い る。現地 刮測 で 行 った弾性 波J衷度 お

よび シ ュ ミ ッ トロ
ッ ク ハ ン マ

ー
反発度の 結果 を図

一 5 に

示 す。

　 図
一 5 は ，弾性 波速 度値 と ン ユ

．ミ ッ トロ ッ ク ハ ン マ
ー

反発度か ら換算 した
一

軸圧 縮 強 度値 との 関 係 を示 して い

る。こ こ で は ，換算
一
軸圧 縮 強度 値 と弾 性 波速度値 との

関係 を 「溶岩類」，
「
火砕 岩 類 1，「堆 積岩類 」，1花崗省類」，

「月岩類」 の f匸1つ の 岩 種 に「メ分 して い る。

　
冖
溶岩 類 」 お よ び 「火 砕 岩」 は節理 等の 亀裂の 少 な い

塊状 岩塊 であ るた め，亀裂而の 影響 よ りも風化程度が 岩

盤 強 度 や 弾 性 波速 度に 影 響 し て い る 。「
．
火 砕 岩類 」 で は

換 算
一

軸圧 縮強度値 と弾 性 波 速 度 値 に ⊥
．
ヒ例 関 係 が み ら れ

る。

　「花崗岩類」 お よび 「片岩類」 は節岬 や 片理 の亀裂 系

に 影 響 され弾性 波速度値 が 1〜3 （km ！s 〕 に 幅を も っ て

分布す る が，換算
．
軸 圧縮強度値 は ほ ぼ

．一
定 の 値 を示 す。

　「唯積岩類．は ・
露頭 に お け る 亀裂系 （層 理 面 ） の 方

向に 対 し て 半 彳∫
．
お よ び 直 角 に測 定 した とこ ろ，換 算

一
軸

圧 縮 強 度値 は ほ ぼ 同 等で あ る が，層理 面 に 直角に 測 定 し

た 弾 性 波速 度 値 の 方 が よ り遅い 結果が み ら れ た。

24

1釦 0

ロoDZ

蚕

剋

蔽

瑠

当

掃

−

風

暇

oo

　 o 　 2

弓曝旺 澱 遷 度 ⊂臥m・」，
1

図　 5　 弾性 波速 度値一換 算　
・
軸 圧 縮 強 度f直関 係 図

5．　 お わ り に

4

　 筒所 別 記 録表 に は ，岩盤 の 特 徴 と して 亀 裂 ・風化 程 度

を 記 載 し，そ れ に 伴 う⊥ 木地 質 学 的 コ メ ン トを記載して

い る。こ の 記載 内容 は．防 災 に 関す る 有効な情報 と な る。
ま た ，作成 した デ

ー
タベ ース は，　 般 的な デ・一

タ ベ ー
ス

ソ フ トを使 用 して い るた め ， 閲覧や 検索 が 容易で あ ；）　1

種 々 の 人 々 に利 用 可能な シ ス テ ム の 構築を 目指 して い る。

例 え ば，写真や ス ケ ッ チ ，地 図 を用 い て ，専 門的 知 識 の

乏 しい 人 に も，岩盤 の 特 徴 が わ か る よ うな形式 と して い

る。こ の よ うな こ とか ら，防災に 関 す る有効 な情報 を分

か りや す く表現 し，種 々 の 人に利用 で きる データベ ー一
ス

とな っ て い る。また，岩級 区 分 は⊥ 学 的特性 か らみ て も

妥当性 が 確認 で き，技 術 上の 資 料 と して 有効で あ る。

　問題点 と して は 箇所 別採 取記 録 を作成す る Eで，経 験

的 知 識 に よ り 左 右 され る 記 入 項 目が あ る。同
・
の 露 頭 で

あって も記録 者に よ っ て 「司じ記録が 得 られ な い 可能性 が

あ る の で ，各露頭 に つ い て 複数の 委 員の 意 見に 基 づ き記

録 を作成 し対応 して い る。さ らに，調 査 箇所 数 が 少 な い

た め，す べ て の 岩種 を網羅で きて い な い こ とや，同
・
岩

種 にお い て も分 布 位 置 の 違 い に よ る 特性 の 把握 を進 め て

い く。カ ル テ 記 載内容の 精度の 向上 は ，目視 観 察 と岩盤

物性 の 定量 的評 価を 行 い ，日頃 か ら，観察者 の 技術 レ ベ

ル を 1笥め る よ う努 め て い る 。
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